






































































































































































①　リサーチクエスチョン : 新人教師は自らの授業をどのように体験しているか ?
②　リサーチの日時 ･場所・人
　●リサーチ 1
　　2013年 6月 20日　08時 30分～16時
　　宮城県 X小学校（対象者 2名）
　　1～3時間目の 1年生［初任 3年目の A教諭］の参与観察。





　　5時間目の 2年生［初任 1年目の C教諭］の参与観察。









● 0時間目 : 朝の会
























① 師範する。② 男子の 2列がする。女子の 2列がする。③ 男 1の列，女子 1の列，男子
2の列，　女子 2の列がやる。
● 3時間目 : 算数
＊黒板に導入のための絵を描いて子どもたちを惹きつける。
＊教師の表情がニコニコとやわらぐ。（これまでの 2時間は表情がかたかった）






















































＊【主教材 2】発芽後の種はどうなりますか ?　① 変わらない。② むらさき。③ その他の色。
























＊ 5月に曲がり角があった。「ああしろ，こうしろ」から「どんな 5年生になりたいの ?!」と
154 東北福祉大学研究紀要　第 38巻
問いかけるようになった。



























































































































































































































































































































 （注 1） 坂本篤史「現職教師は授業経験から如何に学ぶか」（『教育心理学研究』・2007）
 （注 2） ドナルド・ショーン著『省察的実践とは何か ─ プロフェッショナルの行為と思考 ─』（鳳
書房・2007）
 （注 3） 秋田喜代美・佐藤学編著『新しい時代の教職入門』（有斐閣・2006）p. 108-110
 （注 4） 勝原裕美・ウィリアムソン彰子・尾形真実哉「新人看護師のリアリティ・ショックの実態
と類型化の試み ─ 看護学生から看護師への移行プロセスにおける二時点調査から ─」（『日
看管会誌』・2005）
 （注 5） 谷川夏実「幼稚園実習におけるリアリティ・ショックと保育に関する認識の変容」（『保育
学研究』2010）
 （注 6） 角田正士「体験と省察を基軸にした教員養成カリキュラムの充実のために（1） ─ 授業構成
能力の育成による「大学」性の確立 ─」（「広島大学大学院教育学研究科紀要・2006）
 （注 7） 川合治男「実力重視の教師教育のあり方」（「教育方法学研究」1978）
 （注 8） F・コルトハーヘンほか『教師教育学 ─ 理論と実践をつなぐリアリスティック･アプローチ』
（学芸社・2010）p. 36, 72
 （注 9） 渋谷真樹・越野和之・横山真紀子・豊田弘司「教員養成導入期における教師のライフストー
リーの有用性 ─ 『教職の意義等に関する科目』への活用に向けて ─」（「奈良教育大学紀要」
2012）
（注 10） 遠藤顕・遠藤瑛子・松崎正治『国語科教師の実践的知識へのライフヒストリー ･アプロー
チ ─ 遠藤瑛子実践の事例研究』（渓水社・2006）
（注 11） 吉永紀子氏のライフヒストリー ･ アプローチの手法…2012年 10月 31日，13時～15時，
福島大学において吉永紀子氏に取材をした。
